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納谷 力 さん ( 丹生 ) 

漁師 

環境保全で

漁業との共生を

Naya Chikara

　

原
子
炉
の
熱
で
作
ら
れ
た
高
温
の

蒸
気
は
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
終
え
た

後
、
海
水
に
よ
っ
て
冷
却
さ
れ
ま

す
。
こ
の
時
、
取
水
口
か
ら
取
り
入

れ
た
冷
却
用
の
海
水
は
、
蒸
気
か
ら

の
熱
を
奪
い
、
約
7
～
8
度
温
か
く

な
っ
て
放
水
口
か
ら
海
に
戻
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を｢

温
排
水｣

と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

美
浜
発
電
所
の
運
転
に
伴
う
温
排

水
は
、
1
号
機
が
毎
秒
約
21
ト
ン
、

2
号
機
が
約
36
ト
ン
、
3
号
機
が
約

51
ト
ン
で
、
合
わ
せ
て
１
０
８
ト
ン

が
放
流
さ
れ
ま
す
。
こ
の
量
は
、
1

昼
夜
で
丹
生
湾
の
海
水
が
入
れ
替
わ

丹
生
湾
の
水
質
に
変
化

丹生湾内では、地元の漁師
の方等が、トラフグの養殖
を行っている。稚魚の場
合、生け簀の中で約2年か
けて育てられ、11月から2
月の間、主に関西方面へ出
荷される。

る
量
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
丹
生
湾
は
、
外
海
か
ら
の

海
水
流
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
夏
季

に
は
赤
潮
が
発
生
す
る
ほ
ど
で
し

た
。
し
か
し
、
発
電
所
の
稼
働
に

よ
り
状
況
が
変
わ
り
ま
す
。
冷
却
用

の
海
水
は
、
丹
生
湾
奥
部
か
ら
取
水

さ
れ
、
湾
外
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
湾
内
の
海
水
が
入
れ
か
わ

り
、
養
殖
に
適
し
た
場
に
変
化
し
ま

し
た
。

　発電所ができたことで、丹生湾内の水
の循環性が高まり、その結果、水質が良
くなるとともに海底の泥も減っていきま
した。そのため、ナマコやカキの数は減
りましたが、代わりに養殖が可能な環境
になりました。現在では、トラフグやマ
ダイの養殖が行われています。
　発電所を誘致したことで、丹生漁港の
整備は他の地区よりも早い時期に進み、
漁業環境が良くなりました。また、発電
所では、アワビやサザエの稚貝を漁場に
放流する等、地元漁業に協力していただ
いています。
　私は、何十年と漁業に携わっています
が、近年、以前はよく獲れた魚や貝類が
獲れなくなっています。地球温暖化や環
境の変化が原因かと思います。
　一度壊れた環境を元に戻
すことは困難です。今後
も、これまでと同様に、
発電所の協力を得て、今
の環境を守っていくこと
が必要だと思います。発
電所と地元漁業の共生と
は、そこから始まるので
はないでしょうか。

発電所では、水質浄化作用があるといわれてい
るハマグリを地元の海へ放流している。
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まちの体制

誘致、建設、そして今
原子力発電所の誘致が決まった直後、まちは

動き出します。その時、住民たちは何を考え、何を

思ったのでしょうか?

　

原
子
力
発
電
所
が
設
置
さ
れ
る
土

地
や
農
林
漁
業
に
対
す
る
補
償
問
題

及
び
放
射
能
防
護
対
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
た
め
、
ま
た
、
原
子
力

発
電
所
の
誘
致
促
進
の
た
め
に
必
要

な
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
誘
致
対
策
委
員
会

(

昭
和
37
年
7
月
～
昭
和
38
年
7
月)

原
子
力
委
員
会

(

昭
和
38
年
7
月
～
昭
和
47
年
3
月)

　

原
子
力
に
関
す
る
調
査
、
研
究
と

原
子
力
発
電
所
の
設
置
に
伴
う
全
て

の
対
策
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　

子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
確

　
　
　

保
に
つ
い
て
は
、
国
が
す
べ

て
の
責
任
と
権
限
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
町
で
も
町
民
の
健
康
と

安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、
昭
和
46
年

8
月
に
県
や
事
業
者
と
発
電
所
の
設

置
及
び
保
守
運
営
に
伴
う
周
辺
環
境

や
、
発
電
所
従
事
者
の
安
全
確
保
等

に
つ
い
て
、
安
全
協
定
を
締
結
し
、

絶
え
ず
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
特

別
な
機
関
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

誘
致
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
の

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

原子力環境安全監視委員会

原
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原
子
力
対
策
室
の
設
置

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会

(

昭
和
47
年
4
月
～
現
在)

　

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会

は
、
前
身
組
織
で
あ
る
原
子
力
委
員

会
の
責
務
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

設
置
の
背
景
に
は
、
1
号
機
が
営

業
運
転
を
開
始
し
て
1
年
あ
ま
り
が

経
過
し
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る

こ
と
、
2
号
機
の
完
成
を
間
近
に
控

え
て
い
た
こ
と
、
3
号
機
の
増
設

の
許
可
が
下
り
た
こ
と
等
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
、
発
電
所

の
安
全
性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
保

し
、
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
視
委
員
会
は
現
在
、
町
議
会
議

員
3
人
、
住
民
代
表
15
人
、
専
門
委

員
2
人
の
計
20
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
任
務
は
、
発
電
所
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
性
物
質
や
環
境
放
射
能

の
状
況
、
温
排
水
が
環
境
に
あ
た
え

る
影
響
等
を
監
視･

調
査
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
町
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
１
６
９
回
に
お
よ
ぶ

会
議
や
現
場
視
察
、
専
門
的
な
知
識

を
深
め
る
た
め
の
視
察
研
修
を
実
施

原
子
力
発
電
所
議
会
特
別
委
員
会

　

町
議
会
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の

安
全
性
の
確
保
を
は
じ
め
、
そ
の
他

諸
施
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
委
員
は
9
人
で
必
要
に
応

じ
事
業
者
等
の
出
席
を
求
め
、
地
域

の
安
全
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原

子
力
に
関
す
る
地
域
振
興
策
等
を
検

討
し
、
国
等
へ
の
提
案
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　今思い返すと監視委員会設置当初の委員の選
任は、農業や漁業、教育関係等、さまざまな分
野の人たちが、それぞれの団体の中で選ばれ委
員になるという当時では画期的なことでした。
　当時耳にする原子力の情報は、私たち地域住
民からすると透明性が保たれているとは言え
ず、トラブルを聞くたびに不安を抱くこともあ
りました。だからといって、待っていては何も
始まらない。自らが勉強して地域の安全を守る
んだという思いで、よく大学等で開催されたセ
ミナーに参加したものです。
　委員会では、専門家の協力を得ながら、町内
の環境放射能や発電所から出る温排水の状況を
調査・分析し、その結果を独自に評価していま
した。事業者の出席を求め、トラブルの原因を
追究し、現地へ足を運んだこともあります。今
思うと、こうした活動は、発電所の安全対策の
強化にとても効果があったと自負しています。
　美浜１号機が40年の運転を越え、また高速
増殖原型炉もんじゅが再開した今、監視委員会
には、今後も設置当初の目的を忘れず、あくま
でも町独自の組織として、発電所の安全性を
しっかり監視していってほしいと思います。

辻 亀一郎 さん ( 佐田 ) 

美浜町原子力環境安全監視委員会
 初代会長

自分たちの手で

安全性の確保を

Tsuji Kiichiro

3号機2次系配管
取替状況調査に
あたって配管の

　

町
で
は
、
発
電
所
の
誘
致
と
同
時

に
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
係
を
お

き
安
全
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
3
年
2
月
に
発
生
し
た
2

号
機
の
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
断
事

故
を
受
け
、
事
故
や
故
障
時
の
対
応

等
、
安
全
対
策
を
よ
り
強
化
す
る
た

め
、
平
成
4
年
4
月
か
ら｢

原
子
力
対

策
室｣

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
や
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
の
安
全
確

保
を
第
一
に
、
事
業
者
と
の
安
全
協

定
に
関
わ
る
業
務
や
防
災
対
策
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

肉厚測定の説明を受ける原子力環境安全監視委員

し
な
が
ら
、
町
民
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

- 
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３，414億kWh

40年間で生み出した発電電力量
およそ

日本中が沸いた大阪万博への試送電から40年。

まちは原子力のパイオニアとして、電気を送り続けて

きました。その道のりとは．．．。

40
年
間
の
発
電
電
力
量

　

美
浜
1
号
機
の
営
業
運
転
が
開
始

さ
れ
た
昭
和
45
年
11
月
28
日
か
ら
の

40
年
間
で
、
1
号
機
、
2
号
機
、
3

号
機
が
発
電
し
た
電
力
量
は
、
合
計

で
お
よ
そ
3
，4

　

1
　

4
億
k

　

W
　

h
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
福
井

県
内
で
1
年
間
に

消
費
さ
れ
る
電
力

量
に
換
算
す
る
と

41
年
間
分
に
相
当

し
ま
す
。　

発電電力量

1号機 　638億kWh

2号機 1,030億kWh

3号機 1,746億kWh

合　計 3,414億kWh

発
電
所
の
運
営

　

原
子
力
発
電
所
で
は
、
機
器
や
設

備
に
つ
い
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

定
期
的
な
検
査
や
点
検
を
行
い
、
機

能
や
性
能
の
低
下(

劣
化)

の
状
況
を
的

確
に
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
新
し
い
技
術
や
材
料

を
使
用
し
た
適
切
な
補
修
や
取
り
替

え
を
行
う
こ
と
で
安
全
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
の
運
転
員
に
対
し

て
は
、
㈱
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン

タ
ー(
敦
賀
市)

と
、
関
西
電
力
㈱
の
原

子
力
運
転
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

お
お

い
町)

で
、
運
転
技
術
向
上
を
図
る
た

め
の
幅
広
い
教
育
と
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
修
員
及
び
関
連
企
業

の
職
員
等
に
対
し
て
は
、
関
西
電
力

㈱
が
独
自
で
原
子
力
研
修
セ
ン
タ
ー

(

高
浜
町)

を
設
置
し
、
知
識
や
技
能

の
向
上
を
図
る
た
め
の
実
務
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

2
度
の
大
き
な
事
故

　

平
成
3
年
2
月
9
日
、
定
格
出
力

で
運
転
中
の
2
号
機
で
、
蒸
気
発
生

器
伝
熱
管
1
本
が
破
断
し
原
子
炉
が

自
動
停
止
す
る
と
と
も
に
、
非
常
用

炉
心
冷
却
装
置(

E
C
C
S)

が
自
動
作

動
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
事
故
は
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所

で
発
生
し
た
最
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

で
し
た
が
、
運
転
員
の
適
切
な
措
置

に
よ
り
安
全
に
収
束
さ
れ
、
周
辺
環

境
へ
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
16
年
8
月
9
日
、
定
格
熱
出

力
一
定
運
転
中
の
3
号
機
で
、
タ
ー

ビ
ン
建
屋
2
階
天
井
付
近
の
主
復
水

配
管
が
破
損
し
、
約
１
４
０
度･

約

10
気
圧
の
2
次
系
冷
却
水
が
蒸
気
と

な
っ
て
噴
出
す
る
事
故
が
発
生
し
ま

関西電力㈱嶺南変電所(新庄)。
発電所でつくられた電気は、こ
こで電圧を変えられ、関西圏へ
供給される。

原子力研修センターで配管肉厚測定
訓練を受ける保修員


